
【日 時】 202６年 ３月10日（火）
1４:３０開始 （受付開始 14:00） 1６:45 終了予定

セミナー終了後、17:00頃から懇親会を開催

  【会 場】  淀屋橋サンスカイルーム ９B室 （懇親会場 ８B室）

（大阪市中央区高麗橋４丁目２番16号 大阪朝日生命館９F）

Osaka Metro御堂筋線 淀屋橋駅南開札を出て12番出口朝日生命館連絡口
から直結

  【参加対象】 企業経営者様、リスク管理担当責任者様、保険担当部門責任者様 等

  【ご来場定員】 ５0名 （先着順） 202６年２月27日（金）〆切
※ 定員になり次第 締め切らせていただきます。

  【申込方法】  下記二次元コードを読み取って頂くか、下記URLにアクセスしてお申込みください。

                                                           
https://forms.office.com/r/V2GKXbGZRF

                          ※ 当社は、Microsoft社のFormsを使用しております。          
                                   ※ お申込みの際、ご記入いただいた個人情報は、共立グループ各社および本セミナーの講師にて、     
                                        本セミナーの運営および関連する情報提供のためだけに利用し、その他の目的には一切使用いたしません。
                                         ご同意のうえ、お申込みください。

【お問合せ先】 共立株式会社

担当） 高橋 諒 ryo.takahashi@kyoritsu-ins.co.jp

共立インシュアランス・ブローカーズ株式会社

担当） 鵤 慧 megumi.ikaruga@kibj.co.jp

開催要領

セミナー概要

主催： 共立株式会社 共立インシュアランス・ブローカーズ株式会社

参加無料

☞ 「講師情報」 「プログラム」は裏面をご覧ください。

共立グループ リスクマネジメントセミナー

【第１部】 モデルケースから学ぶリスクマネジメントの進化とリスクマネージャーの役割

最近にわかに「リスクマネージャー」という言葉がメディア等でしきりに語られるようになりまし
たが、そもそもリスクマネージャーとはどんな人たちのことでしょうか。そのような人達は、どこ
に何人くらいいて、どのように生まれてきたのでしょうか。
 本講演ではリスクマネージャーを取り巻く現状を紐解きつつ、ケーススタディーとして、あるリス
クマネージャーの10年間の歩みを紹介し、今後のリスクマネージャー文化の発展、定着へのヒン
トを考察します。

【第２部】 リスクファイナンス手法としてのキャプティブ保険会社活用方法

自然災害の多発等によりこれまでにない「ハード化」を経験している損害保険マーケット。 その
対応策として、また企業のリスクファイナンス手法として、近年新たに注目を浴びだしたキャプ
ティブ保険会社について、企業経営者・リスク担当者が知っておくべきポイントを中心に、国内に
おけるキャプティブの第一人者から最新事情及びその導入や活用法のポイントを具体的なケース
を交えながらわかりやすく解説します。

『これからのリスクマネジメント – あるべき姿を考える－』

https://forms.office.com/r/V2GKXbGZRF


講師情報

☞ 「セミナー概要」 「開催要領」は表面をご覧ください。

『これからのリスクマネジメント – あるべき姿を考える－』

参加無料

1４：３０～ 【開講ご挨拶】 共立株式会社 専務執行役員 志田 健一

１４：35～ 【第１部】 「モデルケースから学ぶリスクマネジメントの進化とリスクマネージャーの役割」
マナ・アクア合同会社 代表 蒲原 信行 様

１5：3５～                                     休憩

1５：４５～ 【第２部】 「リスクファイナンス手法としてのキャプティブ保険会社活用法」
テイクオフ・キャプティブマネジメント株式会社 代表取締役 折戸 雄 様

1６：４５～ 【閉講ご挨拶】 共立インシュアランス・ブローカーズ株式会社 常務執行役員 鶴島 貞正

17：00頃～ 【懇親会】

プログラム

蒲原 信行 （かもはら のぶゆき） マナ・アクア合同会社 代表

保険会社24年、外資系ブローカー2社合計8年、あわせて米国勤務15年の経験を経て、
大手医療機器メーカーのグローバルリスクマネージャーとして10年間勤務。
その間、グローバル保険プログラムの構築、キャプティブ設立によるリスクファイナンス
の高度化、現場に根ざした様々なリスクコントロール活動を推進。
昨年4月に定年退職後、自身のコンサルティング会社を立ち上げ、日本の保険リスク
マネジメント活動の底上げに貢献すべく活動中。

■ マナ・アクア合同会社
自社のリスクマネジメント・保険プログラムの改革高度化を目指す企業様に対し、
自社リスクプロフィールの見える化・定量化、保険プログラムの見直し・グローバル化、
キャプティブの設立、社内体制の整備と専門人材の育成など幅広いテーマで支援を提供。

共立グループ リスクマネジメントセミナー

主催： 共立株式会社 共立インシュアランス・ブローカーズ株式会社

折戸 雄 （おりと・たけし） テイクオフ・キャプティブマネジメント株式会社 代表取締役

グローバル保険グループのキャプティブ推進責任者として、20年超の経験を持つ、日本のキャプティブ関連事業
の第一人者。生保、損保の両方にわたる40年の実務経験をもち、様々な企業別
ニーズへの対応が可能。その活動を通じて、現地の監督官及び各種サービス
プロバイダーとの協調体制を築いており、幅広くかつ柔軟な対応支援が可能。
これまでに多数のキャプティブ組成、推進に携わり、その設立地も、バミューダ、
米国バーモント州、米国ハワイ州、マレーシア（ラブアン）、英領ガーンジー、
ルクセンブルグと日本企業の目指すキャプティブ設立地の大半を網羅。
サービスプロバイダーでは日本企業唯一のハワイ州キャプティブ保険協議会の正式会員・
ジャパンコミッティメンバーとしてセミナーでの講演等、様々な活動を行う。

■ テイクオフ・キャプティブマネジメント株式会社
キャプティブ保険会社の設立のみならず、その運営および発展を総合的にサポートする
専門コンサルティング会社。保険、財務、税務の豊富な知識と経験に基づき、総合的なアドバイスが可能。
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